
犬の場合も
同じメリットが
期待できます！

ねこの引取り数を減らそう！

1年後 20匹 2年後 80匹

ねこは約５～ 12ヶ月で性成熟に達します。
ネズミ算式ならぬネコ算式

ねこにかけられる手間、時間、空間には限りがあります。
 繁殖を飼い主が管理し、不幸な命を作らないようにしましょう。

初めはオスねこ・メスねこの２匹がいるとしましょう。
一般的なメスねこは年に２～３回発情・出産します。 １度の出産で産まれる子ねこは５～６匹です。
産まれた子ねこのうち半分がメスねことしたら、それがまたいずれ５～６匹の子ねこを産みます。

この調子で増え続けていくと、３年後には何匹になるでしょうか？

お ね いが

知っていますか？

富山県では、多数のねこが引き取られ、
処分されています。
そのうちの約半数が「離乳前の子ねこ」です。

富山県動物管理センターでは、毎週木曜日に
“子犬・子ねこの譲渡会”を開催していますが、
必ず飼い主が決まるわけではありません。

繁殖を望まない場合は、
不妊・去勢手術を実施しましょう！

一生に一度の不妊・去勢手術で病気の予防や
ストレスの軽減のほか、オス同士の争いや
マーキング行為の減少にもなります。

3年後
2,000匹以上!

「一頭ではかわいそう」「お友達がほ
しいだろう」「かわいい子ねこを見
たいから」と軽い気持ちで子どもを
産ませてしまうと、あっという間に
数が増えてしまいます。安易な気持
ちで繁殖させないようにしましょう。

不妊・去勢手術を行うと少し太りやすくなりますが
ストレスから解放されたことでの「幸せ太り」という
人もいます。飼い主が「食餌」や「運動量」に気を配って
あげることで体重を管理することができます！


